
(57)【要約】

【課題】側孔からの液漏れを確実に防止し且つ筒状部材

の進退動を円滑に行なうことができ、しかもコンパクト

な継ぎ手装置を提供する。

【解決手段】有底筒状の本体８内部に収納されて後端が

本体８の底部外方に連通し、閉塞された先端近傍の周壁

に開口する側孔６を有する中空の細管５を設ける。細管

５の先端部に摺動自在に外挿されて細管５の側孔を閉塞

する弾性材料による筒状部材１１を設ける。本体８内部

において細管５に外挿されて本体８の後端部に向って次

第に拡径するテーパ部材１３を設ける。テーパ部材１３

は、筒状部材１１が後退して細管５の側孔６を開放した

とき、テーパ部材１３の大径側により筒状部材１１を弾

発的に拡径させ、筒状部材１１の縮径方向への復元弾性

により筒状部材１１に前進方向への付勢力を付与する。

【選択図】図１

JP 2004-105574 A 2004.4.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 底 筒 状 の 本 体 と 、
該 本 体 内 部 に 収 納 さ れ て 後 端 が 該 本 体 の 底 部 外 方 に 連 通 し 、 閉 塞 さ れ た 先 端 近 傍 の 周 壁 に
開 口 す る 側 孔 を 有 す る 中 空 の 細 管 と 、
該 細 管 の 先 端 部 に 摺 動 自 在 に 外 挿 さ れ て 該 細 管 の 側 孔 を 閉 塞 す る 弾 性 材 料 に よ る 筒 状 部 材
と 、
前 記 本 体 内 部 に お い て 前 記 細 管 に 外 挿 さ れ て 該 本 体 の 後 端 部 に 向 っ て 次 第 に 拡 径 す る テ ー
パ 部 材 と を 備 え て な り 、
該 テ ー パ 部 材 は 、 前 記 筒 状 部 材 が 後 退 し て 細 管 の 側 孔 を 開 放 し た と き 、 該 テ ー パ 部 材 の 大
径 側 に よ り 筒 状 部 材 を 弾 発 的 に 拡 径 さ せ 、 該 筒 状 部 材 の 縮 径 方 向 へ の 復 元 弾 性 に よ り 該 筒
状 部 材 に 前 進 方 向 へ の 付 勢 力 を 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る 継 ぎ 手 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 筒 状 部 材 は 、 そ の 少 な く と も テ ー パ 部 材 に 接 す る 内 面 側 に 、 軸 線 方 向 に 配 列 さ れ た 複
数 の 環 状 の 凸 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 継 ぎ 手 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 継 ぎ 手 装 置 に 関 し 、 詳 し く は 、 例 え ば 、 点 滴 の 薬 液 流 路 に 設 け て チ ュ ー ブ 等 の
先 端 に 設 け ら れ た 筒 状 の 接 続 端 部 を 接 続 す る 継 ぎ 手 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 継 ぎ 手 装 置 は 、 円 筒 状 の 本 体 内 部 に 延 設 さ れ た 中 空 の 細 管 と 、 本 体 内 部 に
お い て 該 細 管 に 外 挿 さ れ て 進 退 方 向 に 摺 動 自 在 の 筒 状 部 材 と を 備 え て い る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 細 管 は 、 そ の 閉 塞 さ れ た 先 端 近 傍 の 周 壁 に 開 口 す る 側 孔 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 筒 状
部 材 は 、 細 管 の 先 端 部 に 位 置 す る と き 側 孔 を 閉 塞 す る 。 こ れ に よ り 、 本 体 の 先 端 に シ リ ン
ジ の ル ア ー テ ー パ 等 を 挿 着 し た と き 、 シ リ ン ジ や チ ュ ー ブ 等 の 先 端 に 設 け ら れ た 筒 状 の 接
続 端 部 に 押 圧 さ れ た 筒 状 部 材 が 後 退 し て 細 管 の 側 孔 が 開 放 さ れ る と 同 時 に 、 細 管 が 前 記 接
続 端 部 の 内 部 に 侵 入 し て 導 通 状 態 と な る 。 ま た 、 本 体 内 部 に は コ イ ル ス プ リ ン グ が 設 け ら
れ て お り 、 該 コ イ ル ス プ リ ン グ に よ っ て 後 退 時 の 筒 状 部 材 を 前 進 方 向 に 付 勢 す る 。 こ れ に
よ り 、 本 体 の 先 端 か ら 前 記 接 続 端 部 を 抜 き 取 っ た 際 に 、 該 コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 に よ り
筒 状 部 材 が 前 進 し 、 細 管 の 側 孔 が 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 閉 塞 時 の 側 孔 か ら 薬 液 等 の 漏 れ を 確 実 に 防 止 す る こ
と が 望 ま し い 。 そ こ で 、 前 記 筒 状 部 材 に よ る 側 孔 の 閉 塞 時 の 密 封 性 を 向 上 さ せ る た め に 、
該 筒 状 部 材 の 細 管 周 面 へ の 圧 接 力 を 増 加 さ せ る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 筒 状 部 材 の 細
管 周 面 へ の 圧 接 力 を 増 加 さ せ る と 、 そ れ に 伴 っ て 細 管 に 沿 っ た 筒 状 部 材 の 摺 動 時 の 抵 抗 が
増 加 す る 。 こ の た め 、 本 体 の 先 端 か ら 前 記 接 続 端 部 を 抜 き 取 っ た 際 に 、 筒 状 部 材 を 迅 速 に
前 進 さ せ て 側 孔 を 閉 塞 す る た め に は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ の 径 や 長 さ を 大 と し て 付 勢 力 を 増
加 さ せ な け れ ば な ら ず 、 そ れ に 伴 っ て 継 ぎ 手 装 置 が 大 型 化 す る 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ５ ０ ７ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
か か る 不 都 合 を 解 消 し て 、 本 発 明 は 、 側 孔 か ら の 液 漏 れ を 確 実 に 防 止 し 且 つ 筒 状 部 材 の 進
退 動 を 円 滑 に 行 な う こ と が で き 、 し か も コ ン パ ク ト な 継 ぎ 手 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 継 ぎ 手 装 置 は 、 有 底 筒 状 の 本 体 と 、 　 該 本 体 内 部
に 収 納 さ れ て 後 端 が 該 本 体 の 底 部 外 方 に 連 通 し 、 閉 塞 さ れ た 先 端 近 傍 の 周 壁 に 開 口 す る 側
孔 を 有 す る 中 空 の 細 管 と 、 該 細 管 の 先 端 部 に 摺 動 自 在 に 外 挿 さ れ て 該 細 管 の 側 孔 を 閉 塞 す
る 弾 性 材 料 に よ る 筒 状 部 材 と 、 前 記 本 体 内 部 に お い て 前 記 細 管 に 外 挿 さ れ て 該 本 体 の 後 端
部 に 向 っ て 次 第 に 拡 径 す る テ ー パ 部 材 と を 備 え て な り 、 該 テ ー パ 部 材 は 、 前 記 筒 状 部 材 が
後 退 し て 細 管 の 側 孔 を 開 放 し た と き 、 該 テ ー パ 部 材 の 大 径 側 に よ り 筒 状 部 材 を 弾 発 的 に 拡
径 さ せ 、 該 筒 状 部 材 の 縮 径 方 向 へ の 復 元 弾 性 に よ り 該 筒 状 部 材 に 前 進 方 向 へ の 付 勢 力 を 付
与 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 継 ぎ 手 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば シ リ ン ジ や チ ュ ー ブ 等 の 先 端 に 設 け ら れ た 筒 状 の 接
続 端 部 を 前 記 本 体 に 挿 着 し た と き 、 接 続 端 部 に 当 接 さ れ て 押 圧 さ れ た 前 記 筒 状 部 材 が 前 記
細 管 に 沿 っ て 後 退 さ れ る 。 こ れ に 伴 い 、 該 筒 状 部 材 に よ っ て 閉 塞 さ れ て い た 細 管 の 側 孔 が
開 放 さ れ る と 共 に 、 該 細 管 の 側 孔 が シ リ ン ジ や チ ュ ー ブ 等 の 接 続 端 部 に 挿 入 さ れ た 状 態 で
連 通 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
一 方 、 該 筒 状 部 材 は 、 そ の 後 退 に よ り 前 記 テ ー パ 部 材 の 大 径 側 に 摺 動 す る 。 こ れ に よ り 、
筒 状 部 材 自 身 に 縮 径 方 向 へ の 復 元 弾 性 が 発 生 し 、 該 テ ー パ 部 材 の 小 径 側 に 向 っ て 移 動 し よ
う と す る の で 前 進 方 向 へ 付 勢 さ れ た 状 態 と な る 。 そ の 後 、 シ リ ン ジ や チ ュ ー ブ 等 の 接 続 端
部 を 前 記 本 体 か ら 抜 き 取 っ た 場 合 に は 、 筒 状 部 材 は そ の 復 元 弾 性 に よ り 縮 径 し つ つ テ ー パ
部 材 の 小 径 側 へ 案 内 さ れ 前 進 す る 。 こ う し て 細 管 の 先 端 に 前 進 し て 該 筒 状 部 材 に よ り 細 管
の 側 孔 が 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 テ ー パ 部 材 に よ っ て 筒 状 部 材 自 身 に よ り 縮 径 方 向 の 復
元 弾 性 を 発 生 さ せ て 前 進 す る の で 、 細 管 の 側 孔 の 閉 塞 時 の 密 封 性 を 向 上 さ せ る た め に 筒 状
部 材 の 細 管 周 面 へ の 圧 接 力 を 増 加 さ せ た 場 合 に 、 細 管 に 沿 っ た 筒 状 部 材 の 摺 動 抵 抗 が 増 加
し て も 、 テ ー パ 部 材 に よ っ て 拡 径 さ れ た と き に は 縮 径 方 向 の 復 元 弾 性 も 増 加 し 、 側 孔 を 円
滑 に 閉 塞 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て 更 に 、 従 来 の よ う な コ イ ル ス プ リ ン グ を 設 け る こ と な く 、 前 記 テ ー パ 部 材 を 設 け る
だ け で 筒 状 部 材 に 前 進 方 向 の 付 勢 力 を 付 与 す る こ と が で き る の で 、 継 ぎ 手 装 置 を コ ン パ ク
ト に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 前 記 筒 状 部 材 は 、 そ の 少 な く と も テ ー パ 部 材 に 接 す る 内 面 側 に 、
軸 線 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 環 状 の 凸 部 が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ っ て
、 複 数 の 環 状 の 凸 部 が 細 管 の 外 周 面 に 当 接 し て 十 分 な 密 封 性 を 得 る こ と が で き 、 し か も 、
複 数 の 環 状 の 凸 部 に よ っ て 筒 状 部 材 と テ ー パ 部 材 と の 当 接 面 積 を 少 な く し て 摺 動 時 の 抵 抗
を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 筒 状 部 材 の 進 退 を 円 滑 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 の 継 ぎ 手 装 置 を 示 す 説
明 的 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 継 ぎ 手 装 置 の 接 続 状 態 を 示 す 説 明 的 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 の 継 ぎ 手 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ３ 方 活 栓 ２ の 一 つ の ポ ー ト ３ に 設 け ら
れ て い る 。 該 ポ ー ト ３ に は 筒 状 の 細 管 支 持 部 ４ を 介 し て 金 属 製 の 細 管 ５ が 挿 着 さ れ て い る
。 該 細 管 ５ は 中 空 に 形 成 さ れ 、 基 端 が 前 記 ポ ー ト ３ に 連 通 さ れ て い る 。 該 細 管 ５ の 先 端 は
閉 塞 さ れ 、 そ の 先 端 寄 り の 周 壁 に 側 孔 ６ が 開 口 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 細 管 支 持 部 ４ の 外 周 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 円 筒 状 の 外 筒 支 持 部 ７ を 介 し
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て 外 筒 ８ が 連 結 支 持 さ れ て い る 。 該 外 筒 ８ の 先 端 に は 、 図 示 し な い シ リ ン ジ や チ ュ ー ブ の
先 端 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の 接 続 端 部 ９ （ 図 ２ 参 照 ） を 挿 着 す る 挿 着 部 １ ０ が 形 成 さ れ て い
る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ３ 方 活 栓 ２ 、 細 管 支 持 部 ４ 、 外 筒 支 持 部 ７ 、 及 び 外 筒 ８ に よ
り 本 発 明 の 本 体 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
該 外 筒 ８ の 内 部 に お い て 、 前 記 細 管 ５ の 先 端 部 に は ゴ ム 製 の 筒 状 部 材 １ １ が 進 退 自 在 に 装
着 さ れ て お り 、 該 筒 状 部 材 １ １ に よ っ て 細 管 ５ の 側 孔 ６ が 閉 塞 さ れ て い る 。 ま た 、 該 細 管
５ に は 、 そ の 後 端 部 に 向 っ て 次 第 に 拡 径 す る テ ー パ 面 １ ２ を 有 す る テ ー パ 部 材 １ ３ が 外 挿
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 筒 状 部 材 １ １ の 先 端 に は 、 前 記 外 筒 ８ の 挿 着 部 １ ０ に 露 出 し て 図 示 し な い シ リ ン ジ や
チ ュ ー ブ の 接 続 端 部 ９ が 当 接 さ れ る 当 接 面 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 筒 状 部 材 １ １ の
先 端 外 周 に は 外 方 に 突 出 す る 凸 部 １ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 外 筒 ８ の 挿 着 部 １ ０ の 内 周 に 突
設 さ れ た 規 制 部 １ ６ に よ り 凸 部 １ ５ が 規 制 さ れ て 抜 け 止 め さ れ て い る 。
更 に 、 該 筒 状 部 材 １ １ に お け る 側 孔 ６ を 閉 塞 し て い る 位 置 は 、 複 数 の 環 状 の 肉 薄 部 １ ７ と
複 数 の 環 状 の 肉 厚 部 １ ８ と が 交 互 に 配 設 さ れ た 形 状 に 形 成 さ れ い る 。 各 肉 厚 部 １ ８ は 筒 状
部 材 １ １ の 内 面 に 環 状 の 凸 部 を 形 成 す る も の で あ り 、 該 筒 状 部 材 １ １ の 後 退 時 に 各 肉 厚 部
１ ８ の 内 周 面 が テ ー パ 部 材 １ ３ の テ ー パ 面 １ ２ に 摺 接 さ れ る の で 、 摺 動 抵 抗 を 小 と し て 筒
状 部 材 １ １ を 円 滑 に 後 退 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 外 筒 ８ の 挿 着 部 １ ０ に 図 示 し な い シ リ ン ジ や チ ュ ー ブ の
先 端 に 設 け ら れ た 接 続 端 部 ９ を 挿 着 し た と き 、 先 ず 、 該 接 続 端 部 ９ に 押 圧 さ れ た 筒 状 部 材
１ １ が 後 退 し て 、 細 管 ５ の 側 孔 ６ が 開 放 さ れ る 。 こ の と き 、 相 対 的 に 細 管 ５ が 接 続 端 部 ９
の 内 部 に 挿 入 さ れ る の で 、 接 続 端 部 ９ と ３ 方 活 栓 ２ の ポ ー ト ３ と が 細 管 ５ を 介 し て 連 通 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
更 に こ の と き 、 筒 状 部 材 １ １ が 後 退 し て テ ー パ 部 材 １ ３ の 大 径 側 に よ り 拡 径 さ れ た 状 態 と
な る 。 こ れ に よ り 、 該 筒 状 部 材 １ １ は そ れ 自 身 に お い て 縮 径 方 向 へ の 復 元 弾 性 が 生 じ る 。
こ れ に よ っ て 、 該 筒 状 部 材 １ １ に は テ ー パ 部 材 １ ３ の 小 径 側 に 移 動 し よ う と す る 力 （ 前 進
方 向 へ の 付 勢 力 ） が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ の 後 、 前 記 外 筒 ８ の 挿 着 部 １ ０ か ら 接 続 端 部 ９ を 引 き 抜 い た と き に は 、 筒 状 部 材 １ １ が
そ の 縮 径 方 向 の 復 元 力 に よ っ て テ ー パ 部 材 １ ３ の テ ー パ 面 １ ２ に 沿 っ て そ の 小 径 側 に 摺 動
し 、 筒 状 部 材 １ １ に よ っ て 細 管 ５ の 側 孔 ６ が 迅 速 且 つ 確 実 に 閉 塞 さ れ る 。 そ し て 、 筒 状 部
材 １ １ の 細 管 ５ 周 面 へ の 圧 接 力 を 一 層 増 加 さ せ た 場 合 に は 、 細 管 ５ に 沿 っ た 筒 状 部 材 １ １
の 摺 動 抵 抗 が 増 加 す る が 、 テ ー パ 部 材 に よ っ て 拡 径 さ れ た と き に は 縮 径 方 向 の 復 元 弾 性 も
増 加 す る の で 、 支 障 な く 側 孔 を 円 滑 に 閉 塞 す る こ と が で き 、 側 孔 ６ の 閉 塞 時 の 高 い 密 封 性
を 得 て 液 漏 れ を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 そ し て 更 に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 テ
ー パ 部 材 １ ３ を 設 け る だ け で 筒 状 部 材 １ １ に 前 進 方 向 の 付 勢 力 を 付 与 す る こ と が で き る の
で 、 例 え ば 従 来 の よ う に コ イ ル ス プ リ ン グ を 設 け た 場 合 に 比 し て コ ン パ ク ト に 構 成 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 継 ぎ 手 装 置 を 示 す 説 明 的 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 継 ぎ 手 装 置 の 接 続 状 態 を 示 す 説 明 的 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 継 ぎ 手 装 置 、 ５ … 細 管 、 ６ … 側 孔 、 ８ … 外 筒 （ 本 体 ） 、 １ １ … 筒 状 部 材 、 １ ３ … テ ー
パ 部 材 、 １ ８ … 肉 厚 部 （ 凸 部 ） 。
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